
 

 

 

残り三か月 

校長 大島 一浩 

新年あけましておめでとうございます。昨年も本校の教育

活動にご理解、ご協力をいただきありがとうございました。本

年も引き続き、どうぞよろしくお願いいたします。 

２０２５年という新しい年が始まりましたが、学校の一年は

４月始まりの３月終わりという区切りなので、校内では「新し

い年が始まった！」という実感より、むしろ「今年度も残り三か

月！」という気持ちの方が大きいことは事実です。 

話は唐突になりますが、昨年の夏休み中のことです。８月

下旬にイタリア海軍の練習帆船「アメリゴ・ヴェスプッチ」が

太平洋を渡ってお台場の近隣にある東京国際クルーズ・タ

ーミナルに寄港していました。この帆船はイタリア海軍の士

官候補生の練習用帆船として設計され、１９３１年に進水し

た、現役で就航している世界最大のとても美しい帆船です。

寄港のニュースを知り、学校から徒歩で行ける距離なので、

私も仕事の帰りに立ち寄ってみました。乗船し、甲板に上って

見学することができました。甲板中央には、この船のモットー

として「NON CHI ＣＯＭＩＮＣＩＡ ＭＡ ＱＵＥＬ ＣＨＥ ＰＥＲＳ

ＥＶＥＲＡ」という銘板が掲げられていました。これは日本語で、

「始めた者ではなく、成し遂げた者のために」という意味だそ

うです。 

物事を「始める」ことは、それはそれで勇気がいることです。

準備も必要ですし、計画を立てなければなりません。実際の

航海は私の想像以上に大変なことだと思います。しかし、そ

れ以上に、航海中の様々な困難を乗り越え、目的地に入港し

て航海を「成し遂げる」ことこそが乗組員の誇りになるという

わけです。 

新しい年を迎え、何かを始めることは大切ですが、自分で

始めたことを最後までやり遂げることは、もっと大切ではない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

でしょうか。そのような意味でも、これから始まる３学期の三

か月がとても重要に思えてきます。本校の児童・生徒達には、

学年末に「成し遂げた者の誇り」を手にしてほしいと思って

います。 

最後に余談です。アメリゴ・ヴェスプッチはイタリア人航海

者の名前です。カリブ海から南米を４度調査し、そこが新し

い大陸であることを、１５０３年に「新世界」という論文として

発表しました。現在の「アメリカ大陸」という名称はこの人の

名前に由来します。今回の航海は、イタリアを出港して大西

洋を南下し、太平洋に出るためにパナマ運河を通らずにわ

ざわざ南米大陸の最南端、世界一の海の難所であるホーン

岬を経由してきました。これも「成し遂げた者の誇り」の証明

です。 

（参考資料：Kazi/１月号  図書ゾーンにあります ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和７年１月号 
港区立小中一貫教育校 

お台場学園 
〒135-0091 
港区台場 1-1-5 

小学校 03-5500-2572 
中学校 03-5500-2575 

 

 

新年明けましておめでとうございます。いよいよ今年度も残り三か月となりました。引き続き本校の教育活動へのご協力をどうぞ

よろしくお願いいたします。学年集会、終業式では、冬休みの過ごし方について、そして３学期へのよいスタートに向けて児童・生徒

に以下の内容を重点的に指導しました。 

①安全に生活しよう（交通ルールの遵守、繁華街への外出、お金の管理など） 

②健康で規則正しい生活を送ろう（食事・睡眠・運動、オンラインゲームや動画視聴、SNSは親子で約束を） 

③いのちを大切にしよう（困ったことがあれば、周りの信頼できる大人に相談すること、一人で抱え込まないこと） 

上記３点は常日頃から指導をしているところではありますが、実際にトラブルとして相談もありました。他人事とは思わず、自分の

子供にも起こりうる事として、捉えていただきご家庭での話題にしていただけると幸いです。充実した冬休みを過ごし、１月に元気に

子供たちが学園に戻ってくることを楽しみにしています。 

【生活指導主任】 

お台場学園における児童・生徒の生活状況について 

停泊中の帆船「アメリゴ・ヴェスプッチ」 



さざなみ学級の活動 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１月の主な行事】 
 ８日（水） 始業式 
９日（木） 給食始、お台場学園算数・数学検定 

１０日（金） 書き初め会（小学校） 
百人一首大会（Ⅱ、Ⅲ期） 

１６日（木） 避難訓練 
１７日（金） 委員会、英検 
１８日（土） 新春スタンプラリー（Ⅰ期） 

海苔中間刈り取り（５年） 

セーフティ教室（Ⅱ、Ⅲ期） 
書き初め大会（中学校） 

２０日（月） 書き初め展始（小学校） 
２２日（水） 認知症サポーター養成講座（９年） 
２３日（木） 職場訪問（７年） 
２４日（金） クラブ（小学校）、書き初め展終（小学校） 

２８日（火） 校外学習（８年） 
２９日（水） 全校道徳 
３１日（金） 漢字検定（小学校） 

【スクールカウンセラー 相談曜日】 
○火曜日    （小学校） 
○木・金曜日 （小・中学校） 
○月曜日    （中学校） 
【スクールソーシャルワーカー 相談曜日】 
○金曜日    （小・中学校） 
 

電話連絡先 
●小学校 03-5500-2572 ●中学校 03-5500-2575  

さざなみ学級は、今年で３年目を迎えました。今年度は小学生７名、中学生６名が在籍しています。港区内の小中一貫

校で特別支援学級が設置されているのは本校のみとなっており、その特色を生かして小学生と中学生が関わり合いな

がら学習できる時間を設定しています。 

今年度は、パワーポイントで資料をまとめて発表する学習成果発表会に加え、お米の栽培や収穫の授業も合同で行い

ました。２学期の終わりには合同で「豚汁・おにぎりづくり」に取り組みました。小学生と中学生が協力して作ったり、楽しく

話しながら料理を食べたりして、より一層仲を深めることができました。また、昨年度から地域にある企業とのコラボ授業

を続けており、今年度は、「理想の教室」をデザインしました。 

交流を続けることで、上級生は下級生が困っている様子に気付いて声をかけてあげたり、下級生は上級生の準備や片

付けの様子を見て一緒にやろうとしたりするなど、お互いの成長につながっ 

ていると感じています。今後も様々な交流活動を行い、児童・生徒の関わり合 

う力を高めていきたいと思います。 
【小・中学校 さざなみ学級担任】 

第２学年 異学年交流からの学び 
 

１学期に２年生は、１年生に学校案内をしました。また、遠足では相手に楽しんで 

もらうための遊びを考え、１年生との交流を通して、ちょっぴりお兄さん、お姉さん気分 

を味わいました。 

２学期は、３年生に本の紹介をしてもらい、本に興味をもつ良いきっかけとなりました。ま

た、４年生に「地域安全マップ」の学習で学んだことを教えてもらいました。通学路で危険な

場所について知り、「登下校は、自分で左右を確認しながら歩きたい。」と振り返りました。こ

のように、上級生が発表するたくましい姿を見て、自分たちも学んだことを下級生に教えた

いという意欲が高まりました。 

そこで、２年生は、幼稚園と交流をしました。生活科「つくって 

あそんで くふうして」の学習で作ったオリジナルのおもちゃを幼児に紹介して、一緒に遊び 

ました。また、劇を発表したり、幼児の劇を見に行ったりしました。たくさんの交流を経て、成長 

することができました。 

【第２学年担任】 

 

 

 

 

 

 

（第２学年 金子 真知子 ・駒田 憲治） 
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